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(Japan Trauma Data Bank: JTDB)2004-2015 データに登録されている鈍的外傷患
者の内、現場心停止患者を対象とし、後ろ向きコホート研究を行った。この内、
16 歳未満、転院搬送患者、現場で医師の治療を受けた患者、救急覚知から救急隊











【結果】JTDB 2004-2015 データに含まれる心停止患者 6934 人の内、4313 人が解
析対象となった。脊柱固定施行割合は 2004-2006年の 82.7%に対し、2013-2015年
には 74.0%と年々低下する傾向にあった(p for trend < 0.001)。全体の内 3307
人 (76.7%)は脊柱固定群だった。主な欠測のある変数は Injury Severity 
Score(19.2%), 来院時心拍再開(4.9%)、退院時生存(2.4%)だった。欠測値補完後
の多変量ロジスティック回帰分析の結果、脊柱固定群は非固定群と比較し生存退
院割合(オッズ比[OR], 0.64; 95%信頼区間[95%CI], 0.42-0.98)、来院時心拍再開














脊柱固定は全体の 76.7%に実施され、直近の 2013年-2015年では 74.0%と施行割合
は年々低下傾向だった(p for trend < 0.001)。背景因子・予後の欠測を連鎖方程
式による多重代入法で補完後、交絡調整して解析した結果、脊柱固定は低い退院
時生存割合(オッズ比[OR], 0.64; 95%信頼区間[95%CI], 0.42-0.98)、来院時心拍












  なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 11 月 26 日実施の論文内容とそれに
関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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